
２０２１年がスタートしました。年末年始はゆっくり過ごせましたか？

毎日寒い日が続きますが、子ども達には元気いっぱいで登校してもらいたいですね。

今回のかけはしは「子どもの安全見守り隊」を大特集！活動をされている方に貴重なお話も

聴かせていただきました。(裏面)　　是非、ご一読ください。

子ども達が登下校で使う通学路には、車が行き交う狭い道や信号のない複雑な交差点、

踏切近く、死角になりやすい場所など、子ども達だけでは安全に通学できない場所が

あります。各地域の危険箇所に立って見守るのが「子どもの安全見守り隊」の方々です。

・仕事の出勤時間や帰宅時間を登下校にあわせてみる。

・花の水やり、洗濯物を干す時などベランダからでも見守ろう。

・買い物や犬の散歩を下校時間にし、一緒に帰ったり、追い抜いたりしながら見守ろう。

・運動不足解消も兼ねて、登下校時にウォーキングやランニングしながら見守ろう。

・「こども１１０番 パトロール中」の

　プレートを自転車に貼ってみよう。

　 「こども１１０番

　　 パトロール中」の

　  プレートを貼って

　　　　　みたよ！

　　《締め切り：１月２９日（金）迄》

　　

【　　　】「こども１１０番 パトロール中」プレートを希望します。

【　　　】「子どもの安全見守り隊」に参加します。

【　　　】「子どもの安全見守り隊」の詳細教えてください。

　　　　　質問内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　

児童氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　組
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ＰＴＡスローガン
できるときにできることを楽しく

みんなで児童のために！

「子どもの安全見守り隊」ご紹介

令和３年１月12日発行

見守りの目があることで

・不審者などから子ども達を守り、防犯につな

がっています。

・車やバイク、自転車のスピードの抑制に繋がり

ます。

•複雑に車が行きかう信号の無い交差点も安全

に誘導でき安心して渡ることができています。

地震などの緊急時に

子ども達へ声掛けや

適切な場所に誘導ができ、

安心安全につながっています。

私たちもできる生活に Ｐｌｕｓ の見守り

現在 丑寅５名、蔵垣内３名、大正２名、沢西１２名、天王３名

計２５名の方々が 見守りの活動に協力してくださっています。

子ども達や保護者にとって大切な 『子どもの安全見守り隊』ですが、

引退される方も毎年続いていて、隊員数が減っています。保護者はもち

ろん、地域住民の方で『子どもの安全見守り隊』の活動に協力してくだ

さる方を随時募集中です。

詳しくは、天王小学校 教頭 松木先生 までお問い合わせいただくか

下のお問い合わせフォームをご活用ください。

前号のスポーツ団体のご紹介で、資料請求お申込み

いただいた方が複数おられました。

ご活用いただきありがとうございました。

お子さんとスポーツのいい出逢いがありますように。



　

　①見守り隊を始めたきっかけ、もしくはいつからされていますか？

　②やってて良かったこと　　③ひとこと

　　　　編集後記

私たち保護者も、できるかたちで積極的に活動していかなければと考えさせられますね。

少しでも多くの見守りの目があれば、子ども達の安心が高まり、

「車来るよ」「端を歩こうね」など地域の子ども達をみんなで見守る目があれば安全が

守られます。

そして、子ども達には、是非、元気なあいさつで「ありがとう」の気持ちを伝えて

もらいたいです。そしていつか地域に貢献できる大人に成長してくれると素敵ですね。

《地域の方：宅間さん》

①１５年近くちとせ保育園の近くで

登校を見守っています。

②毎朝１００人近くが通っていき

ます。みんなの笑顔を見て元気を

もらい、とても楽しいです。

中にはハイタッチしてくれる子や

卒業生が声をかけてくれることも

あります。

③体が多少しんどくても元気をもら

えます。朝、見守りすることで

家事もはかどります(笑)。「大変で

しょ」と言われますが、そんなこ

と全然ありません。ただ、見守り

隊も高齢化が進んでいるので、

若い人にもやって欲しいです。

《地域の方：Ｈさん》

①２００１年６月に起きた大阪教

育大付属池田小学校の事件を

きっかけに、子どもが安心して

通学できる学校にする為に地域

の有志がボランティアとして

立ち上がりました。

②やってて良かった．．．という

よりは正直今は大変です(苦笑)。

③地域も子どもの安全安心の為の

ボランティアとして協力は惜し

みませんが、ＰＴＡや保護者が

もっと前向きに協力してほしい

です。人任せな姿勢でなく全体

で保護者も関わってほしいです。

《保護者：Ｙさん》

①子どもの入学と同時に何となく心配で…と初めはただ

付き添いのつもりで一緒に行ってました。慣れてきた頃

に地震があり、すぐに家から飛び出してきた保護者さん

や見守り隊の方が「大丈夫やで」と、泣いている児童に

声をかけたり安全な場所に誘導されたりする姿を見て

安心感を覚えました。それと同時に「自分には何ができ

るんだろう…」と考え、今は見守り隊として登校を

見守っています。

②車や自転車の往来が多い時も支給のジャンバーを着て

いることで声かけしやすいです。

③普段から保護者の方が登校について、出勤途中に歩いて

おられる姿を見かけます。是非一緒に見守り隊として

子ども達を支えていただきたいです。あまり気負い

すぎず「ついで」の感覚でいいと思います。

《尼崎信用金庫 南茨木支店の皆さん》

①「尼崎信用金庫 創業９０周年事業」の一環として地域貢献活動

を掲げ、「子ども達への声がけ運動」として「登校時の児童見

守り」を行う事とし、「茨木市社会福祉協議会」「天王地区福祉

相談役」との相談の結果、実施に至りました。

２０１１年１月より活動しています。

当初は月曜日のみでしたが、現在は月・木曜日（休日の場合は

翌日）に実施しています。

②・元気よく挨拶してくれてその後の仕事が気持ちよくできました。

・活動していく中で父兄の方々から「いつも有難うございます」

等の感謝や労いのお言葉をいただいたことが印象的でした。

・最初は恥ずかしがって挨拶を返してくれなかった子ども達も

回数を重ねるごとに元気よく挨拶を返してくれるようになるの

が嬉しいです。

・先頭を歩く高学年の男子児童が毎回会釈をして挨拶を返してく

れて嬉しくなります。

・顔なじみの小学生だった子どもさんが中学生になってピカピカ

の制服を着て現れたことが 、とても嬉しかったです。

③・天王小学校の生徒さんだけでなく、保護者の方、先生方、支店

周辺にお住いの方にも挨拶するようになり、地域の安全・安心

に寄り添えたと感じました。

・交通量の多い通学路は危険が多いです。地域全体で子ども達を

守る必要があると感じます。

・不幸にも全国には登校時に交通事故でなくなる子どもさんも

いるので、責任があることだと思います。これからも出来る

限り続けたいです。

・生徒全員が挨拶してくれるように、私たちも明るく大きな声で

挨拶しようと思います。

・地域の子ども達の成長を見ていくのは、保護者の方だけでなく、

地域の方々が見守っていく事が大切で意義があると思いました。


